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            井草会振興助成規則          2010.6.27 

 

 

 

（制定の根拠） 

第一条 都立井草高等学校同窓会（井草会）会則第三十四条の規定に基づき本規則        

を制定する。 

 

（制定の目的） 

第二条 本規則は、井草会会則第二条の目的を達成するため、井草会会員が団体を    

結成して行う、ＯＢ・ＯＧ会（以下「ＯＢ」会という。）・同期会、恩師を囲

む会、クラス会等井草会会員相互の交流活動及び都立井草高等学校     

（以下「母校」という。）を支援する井草会会員の活動並びに母校の生徒    

が団体または個人として全国大会等の対外活動に参加するための費用及び

母校が行う国際交流や受験支援の補習授業等（以下「母校の事業」という。」）

に要する費用の一部を井草会が助成することにより、母校と井草会の振興に

寄与することを目的とする。 

 

（振興助成の内容） 

第三条 井草会は、第二条の目的を達成するため、第二条に規定する井草会会員の    

活動に必要な通信費、ＯＢ会・同期会等名簿作成費等に対して、一団体に    

つき同一年度内一回限り五万円（原則として同期会は３０名以上、ＯＢ会    

及び恩師を囲む会は１５名以上が参加すること。但しクラス会については    

原則１５名以上の参加で同一年度内一回限り三万円。６５歳以上のクラス    

会は１０名以上が参加すれば可。）を限度として助成を実施する。 

 

 ２  井草会は、第二条の目的を達成するため、第二条に規定する母校の事業に    

要する費用の一部を毎年度の予算に定める母校支援金の範囲内で助成を実    

施することができるものとする。 

 

（助成の手続き） 

第四条 助成を受けようとする団体または母校の責任者は、井草会に対して以下の書

類等を提出してその審査を受けなければならない。 

 

一   団体の会則及び会員名簿等（最新のもの。以下同じ。） 

 

二   団体の予算・決算書等経理内容を明かにする書類等 

 

三   団体の活動状況を明かにする書類等 
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四   助成金の使用計画及び使途を明かにする証拠書類等 

 

五   その他、井草会が提出を要求した書類等(開催時の集合写真、幹事のコメン

ト等) 

 

 ２  母校の責任者の場合は、井草会に対して上記第一号乃至五号の書類等に替え   

て原則として、事前に実施・利用目的・費用見積額等を記載した書類等並び

に事後に費用内訳、写真、利用した感想・コメントなど実施内容を記載した

書類等を提出してその審査を受けなければならない。 

 

  ３  母校の事業についての助成の手続き、審査及び交付等については、別途事業   

委員会において定め、常任理事会の承認を得るものとする。 

 

（審査） 

第五条 井草会は、第四条の書類等を公正に審査して、予算の範囲内で、助成の必    

要度が高いと判断した団体または母校の責任者から順に援助内容を決定し、

援助を実施する。  

 

 ２    第一項の審査は、常任理事会の定めた委員会が担当し、審査結果及び審査    

内容については、担当委員会から常任理事会に報告して、その承認を得な    

ければならない。 

 

  ３  井草会は、審査結果について、団体または母校の責任者に対して通知しなけ

ればならない。 

 

（援助金の交付） 

第六条 井草会は、第五条の審査を経て、助成を実施すると決定した団体に対して    

助成金を交付する。助成金の交付は、原則として井草会が、規則第三条に    

規定する助成対象費用について、助成団体からその負担分を徴収した上で、    

直接費用の請求者たる相手方に支払うことにより行うものとする。但し、    

やむを得ない事情がある場合には、団体に支払うこととし、その際には、    

団体より領収書及び実績報告書等の証拠書類を受領しなければならない。 

 

 ２  井草会は、第五条の審査を経て、助成を実施すると決定した母校の責任者    

に対して助成金を交付する。助成金の交付は、母校の責任者に支払うことと

し、その際には、原則として、母校の責任者より事前に利用目的等を記載し

た書類等を受領しなければならない。 
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（助成金の返還） 

第七条 井草会は、必要に応じて助成金の使途について調査し、不適切な事態があ    

れば団体または母校の責任者に対して助成金の返還を求めることができる。 

 

  ２  団体または母校の責任者は、井草会より第一項の要求があれば、直ちに、助

成金の返還に応じなければならない。 

 

（幹事総会への報告） 

第八条 この規則に基づく助成の実績は、翌年度の幹事総会に報告するものとする。 

 

（実施細則の制定） 

第九条 この規則に基づく助成の実施に必要な細則（ＯＢ会、同期会、クラス会等    

援助細則または母校支援規則）は、第五条第二項に定めた委員会がこれを作

成し、常任理事会の承認を得なければならない。 

 

 

 

 

付   則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成六年四月十日から施行する。 

２ 井草会ＯＢ会援助規則（平成五年十月三日制定）は、廃止する。 

３ この規則は、平成十四年七月十四日から施行する。 

４ この規則は、平成二十二年六月二十七日から施行する。 

 


